
令和 7年度 第 6回 グループホームひだまり 

運 営 推 進 会 議 記 録 

 

会議日時 令和 8年 2月 26日（木曜日）18時 00分～18時 30分 

会議場所 グループホームひだまりホール 

 

利用者家族        （利用者及びその家族）    欠席 

富岡町内会 会長 元稚内市地域包括支援センター長    

           （認知症対応型共同生活介護に知見を有する者） 

はまなす町内会 会長   （地域住民の代表者） 

稚内市生活福祉部長寿あんしん課包括支援グループ  

（稚内市職員）        欠席 

所長他 1名 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

所長より挨拶。 

  

３ 運営状況等に関する経過報告について 

所長より利用実績、行事等の実施状況、事業の適正推進に向けた各種取り組

みの状況について資料に沿って説明行う。12 月は新入居者、逝去者があり延べ

人数 442 人、1 日平均 14.3 で、1 月は体調不良による入院者が多く、延べ人数

384 人、1 日平均 12.4 と少なかったこと報告。また 2 月より新規利用者 1 名が

入居となり、4月には更に 1名入居予定があることを報告。 

行事実績については買い物支援、クリスマス会、書初め、誕生会・おやつレ

クを開催。買い物支援に行けない利用者様には代行して希望する物の購入を行

う。 

事業の適正に向けた取り組みに関しては、高齢者の容態悪化にも適切に対応

できるように内部研修で「緊急対応と要請方法」を取り組んだことを報告する。

他にも「統合失調症と認知症の対応の理解、対応の違い」「サービス提供の記録

について」「巡回の在り方」「利用者の人格の尊重、尊厳について」「認知症対応

型共同生活介護とは」「虐待について」と介護職としての再認識やスキルアップ

のため研修に取り組んだことを報告する。 

 

４ その他 

 知見担当委員より、現在の待機者は何名いるのかとの質問に対して、現在は 4

名の待機者がいることを報告する。4月に 1名入居予定者を入れると、１，２階

ユニットそれぞれ 8 名になることを報告する。また、前管理者や職員が退職し

たことに対して、職員の補充はできるのか、やっていけるのか、などとの質問



がある。現在も引き続き職員は募集しているが、補充はできておらず、他の施

設なども職員が足りていない状況で入居者などを縮小して営業している状態で

あることを説明する。職員も大変な状況ではあるが、休日出勤や残業などで何

とか現場を回せていると返答。 

知見担当委員より、ひだまりもこのまま職員不足が続くなら、報酬を上げてで

も人材を確保したり、ユニットを減らすなども検討しないとならないのではな

いか、今は厳しい状況ではあるが、利用者を第一に考えて頑張ってほしい 

 


